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内容の要旨及び審査の結果の要旨
高血圧患者の一部では夜間の血圧降下が減弱または消失している。このような血圧曰内変動の異常が高血圧性臓器
障害と関連することが報告されている。しかし，夜間の降圧が障害される機序については，明らかにされていない。
本研究は夜間血圧非下降型を示す高血圧患者の血行動態の曰内変動の特徴ならびに機序を明らかにするために，直接
法による連続的血行動態解析法を用いて検討した。
研究方法：軽・中等症の本態性高血圧症患者45例及び副腎腺腫による原発性アルドステロン症患者13例を対象とし，
1曰摂取食塩129の正食塩下にてテレメータ法による無拘束観血的血圧モニタリングを施行した。夜間収縮期血圧の
平均値が昼間収縮期血圧の平均値の10％以上下降するものを夜間血圧下降型（dipper)，１０％未満のものを夜間血圧
非下降型（non-dipper）と定義した。原発性アルドステロン症のnon-dipper6例については，１曰摂取食塩２９の減
塩食に変更し，１週間後に再度血圧モニタリングを行った。一回拍出量はpulsecontour解析法により算出し，色素
希釈法により校正した。圧反射感受性は，自然変動の心拍周期の変化度を収縮期血圧の変化度で除して求めた。
研究成績：pulsecontour解析法および色素希釈法による心拍出量は，互いに有意な正相関を示した。本態性高血
圧症の26例がnon-dipperに分類された。心係数の夜間低下率は，non-dipperで12.0％とdipperの17.5％より有意に小
さかった。心拍数，圧反射感受性の夜間低下率には差を認めなかった。原発性アルドステロン症では10例がnon-dipper
に分類された。減塩後，血圧は，昼間158/90より150/85mmHgへ，夜間154/88より140/78mmHgへと夜間血圧のみが有
意に減少したが，心拍数，圧反射感受性は変化しなかった。
以上の成績より，夜間血圧非下降型を示す本態性高血圧症では，夜間の心係数低下が不十分であることが特徴であ
り，夜間降圧の障害の原因として夜間の体液量過剰，あるいは交感神経活性の抑制不全の関与が示唆された。前者は，
原発性アルドステロン症における夜間降圧の障害にも中心的役割をはたしていると推測された。これらの知見は高血
圧患者の夜間高血圧の機序解明という点において重要な事実を示しており，臨床高血圧学に資するところが大きいも
のと評価された。
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